
 

 

 

 

 

看護師さん リハビリ室の方々 看護補助さん 事務職員さん 保育士さん 清掃職員さん 看護実習生さん  

北里大学生のボランティアさん 麻溝高校生のボランティアさん 児童生徒 たくさん参加してくれました。 

たんぽぽ

北里学級だより 2026.9月号 

長期の入院生活が続く児童が「みんなが笑顔になりますように」という思いを込めて、夏祭りを企画

しました。ヨーヨーつり、わなげ、射的を選び、遊びのルールを決めたり、会場の飾りを作ったり、ス

タンプカードまで、一つ一つ工夫しながら準備を進めてきました。毎日勤務する看護師さんが違うこと

にも気付き、できるだけ多くの人に参加してもらえるよう、夏祭りは、３日間開催しました。 

入院している児童生徒にも声をかけ、たくさんの方が遊びに来てくれました。「やったー」「もう１回

やりたい」と楽しむ声が聞こえ、参加したみなさんが笑顔になって帰って行く姿を見て、企画した児童

も満面の笑みを浮かべていました。ふりかえりでの感想文の中には、「中学・高校の文化祭でまたやり

たい。」と未来を思い描くことができました。 

自分が楽しむだけでなく、「誰かを笑顔にしたい」「みんなに楽しんでもらいたい」という思いから、

自分で考え、工夫し、実現することができた今回の夏祭り。これまでの経験を積み重ねながら、一歩ず

つ成長していることを感じました。 

児童の願いが、たくさんの笑顔につながったすてきな形の夏祭りとなりました。 

 

北里学級は、北里大学病院と相模原市教育委員会の協力により1974年に開設された、市内唯一の院内学級です。

みんなが笑顔になりますように

～夏祭り～


